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 はじめに 

 

平成１８年に１市３町が合併し、嘉麻市として１０年が経過しました。この間、本市は４つ

の庁舎を活用した分庁方式を採用し、市政を行ってまいりました。 

平成２６年４月から市長として陣頭指揮を執ることとなりましたが、深刻な財源不足問題が

顕在化する中、本市が将来にわたり住民サービスを維持できる基礎的自治体として存続できる

体制づくりのため簡素で合理的な組織構築を図るとともに、老朽庁舎問題を総合的に解決する

ため、庁舎建設を迅速に推進することが私の責務と考えます。 

新庁舎の建設基本計画及び支所庁舎のあり方等については、各地域でのワークショップや審

議会、協議会を設置するなど市民のみなさまとの協働により合意形成を図り、ご理解をいただ

きながら、一つひとつ丁寧に対応してまいりました。 

庁舎資産の利活用の方向性につきましては、従来の庁舎があった地域が有機的に連携し、嘉

麻市の主要な４つの地域として活性化され発展することが重要であり、このことについては、

第２次嘉麻市総合計画において、今後のまちづくりの重要な拠点として、市の全体ビジョンに

位置づけるものとします。 

新庁舎の建設、これに伴う機構改革、市内の拠点整備、交通体系の形成など、これからの本

市の１０年は大きな節目を迎えます。 

嘉麻市に住んでみたい、帰ってきたいと思える、また思わせる魅力のある、自立的で持続的

な希望あるまちづくりを目指してまいります。 

結びに、本計画策定にあたり、貴重なご意見・ご提言を賜りました市民のみなさまをはじめ、

熱心にご審議を賜りました嘉麻市地域整備協議会委員のみなさまやワークショップにご参加い

ただいたみなさま、市議会議員など関係各位に対しまして深く感謝申し上げるとともに、今後、

本計画実現に向けより一層のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

平成３０年３月 

 

嘉麻市長 赤間 幸弘 
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１.計画策定の背景と目的 

１-１.計画策定の背景と目的 

現在の分庁方式から新庁舎へ移行するにあたり、従来の庁舎があった地域が有機的に連携し、

嘉麻市の主要な４つの地域として活性化され発展することが重要であります。市ではこのこと

を重要な課題と位置づけ、「嘉麻市庁舎課題に関する基本計画(骨子案）」の中において、既存庁

舎や周辺の利活用についても計画したところでありますが、2016(平成 28)年 2 月 17 日の「嘉

麻市新庁舎施設整備等審議会」の答申の中で、「支所の設置場所、内容及び防災機能、災害時に

おける支所の対応並びに地域の活性化の方向性等については、各種協議会等と連携し、地域の

住民と協議・検討等を行うこと。」と示されたことにより、平成 28 年度には、地域整備に関す

る市民意見を広く求め、集約するために、計９回のワークショップを開催し、地域住民の生の

声や、中学生から大学生まで、就学されている方々の貴重な意見などもいただくことができま

した。また、各種課題を解決するための専門的な調査研究組織として各庁舎の専門部会を設置

しました。 

平成29年度には、嘉麻市地域整備基本計画(案)を基に具体的な協議、検討を行う組織とし

て2017(平成29)年6月30日に山田・稲築・碓井・嘉穂地域に協議会を設置し、支所のあり

方、庁舎資産の活用方法等について、住民の方々と協議、検討を行い各地域整備協議会から答

申書をいただきました。 

この嘉麻市地域整備基本計画は、ワークショップの意見や答申書を最大限尊重し、今後の各

地域の活性化や発展に向けた整備方針、支所のあり方、庁舎跡地の活用方法等の計画を策定す

るものです。 

  



 

- 2 - 

 

１-２.計画の位置づけ 

本計画は、「第１次嘉麻市総合計画」「第２次嘉麻市総合計画」「まち・ひと・しごと創生嘉

麻市人口ビジョン・総合戦略」「新市建設計画」を上位計画とし、支所の整備、庁舎跡地の活用

に関する計画として位置づけられています。関連計画としては、「嘉麻市新庁舎建設基本計画」

があり、新庁舎整備での支所の位置づけ等について整合性を図り、策定するものです。 

 

図1-1.嘉麻市地域整備基本計画の位置づけ

第１次嘉麻市総合計画、第２次嘉麻市総合計画 

まち・ひと・しごと創生 嘉麻市人口ビジョン・総合戦略 

新市建設計画 

上位計画 

嘉麻市地域整備基本計画 
・支所の位置と整備 

・庁舎跡地活用方針 

嘉麻市新庁舎建設基本計画 

関連計画 整合 

・市民アンケート調査結果 

・各事業者ヒアリング調査結果 

・「支所のあり方、庁舎資産の活用方法」 

ワークショップ報告書 

・各地域整備協議会答申書 

反映 
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１-３.計画の対象範囲 

従来の庁舎があった地域が有機的に連携し、嘉麻市の主要な４つの地域として活性化され発

展することが重要であるため、各地域の既存庁舎敷地及びその周辺敷地を対象としています。 

 

図1-2.対象地の位置図 
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以下に対象敷地を示します。 

表1-1.対象となる敷地 

山田庁舎跡地 稲築庁舎跡地 

  

碓井庁舎跡地 嘉穂庁舎跡地 

  

 

１-４.目標年度及び計画期間の考え方 

本計画は、新庁舎建設に伴う支所の整備、既存庁舎の除却、民間活力の導入による庁舎跡地

の利活用を行う2020(平成32)年度までを計画期間としています。民間活力の導入が図れない場

合の整備期間は、2020(平成32)年度以降とします。 
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２-３.上位計画、関連計画の整理 

地域整備に関連する計画を以下に整理します。 

 

（１）第２次嘉麻市総合計画 

第２次嘉麻市総合計画では、以下の将来像に基づき、まちづくりを進めています。 

 

＜将来像＞ 

 

第２次嘉麻市総合計画に示されている、土地利用方針について以下に抜粋します。 

 

＜土地利用の方針＞ 

新庁舎の建設及び交通体系の再編に合わせて、市の構造が明確になるよう各拠点を結ぶ骨格

軸を中心に計画的に「整備」「改善」「保全」するゾーンを設定し、訪れる人にもわかりやすいま

ちづくりを進めます。 

表2-2.第2次嘉麻市総合計画の土地利用の方針（抜粋） 

拠点 

行政機能拠点 

（新庁舎周辺、稲築地区） 
本拠点は管轄官公署との連携による行政機能の拠点として地区の振興を図ります。 

教育文化・商業振興拠点 

（碓井庁舎周辺、碓井地区） 
本拠点は教育文化と商業の先導的な振興を図ります。 

観光・定住促進拠点 

（嘉穂庁舎周辺、嘉穂地区） 

本拠点は歴史文化や緑豊かな大自然を活かした観光を振興していくとともに、住みよ

い環境を活かして定住化の促進を図ります。 

子育て・定住促進拠点 

（山田庁舎周辺、山田地区） 

本拠点は子育てしやすい環境を活かした子育て環境の整備や定住化の促進を図りま

す。 

骨格軸・ネットワーク 

広域交流軸 
広域交流軸は、嘉麻市と周辺地域を結ぶ役割を担います。また、広域交流を促すた

めに沿道の都市的土地利用の整備や施設集積を積極的に図っていきます。 

地域連携ネットワーク 

稲築・碓井・嘉穂・山田の４つの拠点を公共交通ネットワーク網で結びます。拠点ごと

の役割や機能を生かし、相互補完することで市民の生活利便性の向上を図る役割を

担います。 
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ゾーン 

田園・居住ゾーン 

既成市街地及び田園集落地の居住環境の整備・改善を進めます。また、農業・畜産

業を維持・発展させるゾーンとして、土地利用を制限し田園環境の保全を図るととも

に、圃場整備や農業施設の整備及び適切な維持管理により、農畜産物の生産基盤

を整えるほか、体験農園や観光農園を通した新しい交流の場としての活用を図りま

す。 

山林ゾーン 

水源涵養林や保安林として、土地利用を制限し森林環境の保全を図るとともに、林

道など林業・林産物等生産基盤を整え、林業・林産業の振興を図るほか、森林を活

用した新しい観光・交流・レクリエーションゾーンとしての活用を図ります。 

また、山間集落の存続を図るため、居住環境の整備・改善を進めます。 

自然公園ゾーン 
県立自然公園として森林の自然環境の保全を行うとともに、森林を活用した観光・レ

クリエーションゾーンとしての活用を図ります。 

 

＜土地利用構想図＞ 

 
図2-6.第２次嘉麻市総合計画の土地利用構想図 
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３-３.ワークショップの結果 

「嘉麻市地域整備基本計画」を策定するにあたり、従来の庁舎があった４つの地域が活性化

し発展していくために市民のみなさまから自由なご意見やアイデアを頂き、今後の計画策定の

参考にさせていただくことを目的にワークショップを開催し、支所の設置場所や機能、あり方

について、また、地域をもっと活性化させるために庁舎資産をどのように活用するかについて

提案を頂きました。 

参加者から頂いた「支所のあり方、庁舎資産の活用方法」の提案552票を対象に分類を行い、

「支所のあり方、庁舎資産の活用方法」に対する提案の傾向やニーズを整理しました。 

なお、このワークショップでは、市内外から多数の方にご参加を頂き、会場エリアに限定し

ない多種多様な提案が数多く出されました。そのため、次頁以降に示す整理結果はあくまで各

会場で実施されたワークショップでの傾向を整理したものです。 

ワークショップの開催概要及び各会場の整理結果を示します。 

 

表3-3. 開催状況一覧 

開催日時 開催場所 参加者数 

平成28年10月20日(木) 15時～ 碓井文化ホール （職員対象） 22人 

平成28年10月25日(火) 19時～ うすい人権啓発センターあかつき 16人 

平成28年11月 1日(火) 19時～ 稲築地区公民館 17人 

平成28年11月 8日(火) 19時～ 山田市民センター 23人 

平成28年11月18日(金) 19時～ 夢サイトかほ 35人 

平成28年11月20日(日) 10時～ 山田市民センター 20人 

平成28年12月 4日(日) 10時～ 夢サイトかほ 23人 

平成28年12月11日(日) 10時～ うすい人権啓発センターあかつき 13人 

平成28年12月18日(日) 10時～ 稲築地区公民館 24人 

参加者合計 193人 
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（２）稲築会場 
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（２）稲築地域  

表4-4.稲築庁舎敷地諸元 

  諸元 

所在地 福岡県嘉麻市岩崎1143-3 

都市計画上の制限 

都市計画区域(筑豊広域都市計画区域) 

容積率 200％ / 建ぺい率 70％ 

道路斜線 1：1.5 / 隣地斜線 1：2.5 

敷地面積 
17,184.77㎡ 

約8,000㎡(利活用対象面積 青色の囲み範囲) 図4-10参照 

特記事項 

稲築地区公民館は別途協議中 

民間施設が敷地中央に立地 

IS値 0.56 

庁舎概要 

建築年 昭和26年(本館) 築66年(平成29年末時点) 

構造 鉄筋コンクリート造 地上2階(本館) 

庁舎延床面積 1,570㎡ 

周辺施設状況 

新庁舎まで徒歩1分      稲築図書館まで徒歩1分 

稲築公園まで徒歩数分     稲築中学校まで徒歩7分 

社会保険稲築病院まで徒歩9分 稲築志耕館高校まで徒歩10分 

稲築西小学校まで徒歩14分 

 

 

図4-6.稲築庁舎周辺の地籍図  
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表4-5.稲築庁舎周辺敷地地番 

番号 項目 地番 地目 面積(㎡) 備考 

① 

稲築庁舎 

稲築母子健康センター・稲築住民センター 

稲築保健センター等 

1143-3 宅地 4815.08  

② 稲築庁舎等 1243-4 宅地 273.50  

③ 稲築庁舎等 1248-2 宅地 194.00  

④ 稲築庁舎駐車場兼公民館駐車場 1248-1 宅地 532.09  

⑤ 旧稲築商工会利用敷地、土木課詰所 1248-3 宅地 1267.75  

⑥ 稲築庁舎駐車場、公民館兼公民館駐車場 1141 宅地 4832.90  

⑦ 福岡銀行ATM 1144-9 宅地 15.87  

⑧ 福岡銀行ATM 1144-1 宅地 98.16  

⑨ 稲築保健センター駐車場 1153-6 宅地 437.51  

⑩ 稲築保健センター駐車場 1153-5 宅地 38.54  

⑪ 稲築保健センター駐車場 1152-1 宅地 226.43  

⑫ 稲築保健センター駐車場 1152-4 宅地 326.56  

⑬ 稲築庁舎別館4(旧稲築町労働会館) 1147 宅地 624.38  

⑭ 稲築庁舎別館4(旧稲築町労働会館) 1148-1 雑種地 1466.00 駐車場 

⑮ 稲築庁舎別館4(旧稲築町労働会館) 1148-2 雑種地 40.00 駐車場 

⑯ 大工作業所・倉庫等 1139-10 田 980.00  

⑰ 大工作業所・倉庫等 1139-1 田 340.00  

⑱ 大工作業所・倉庫等 1139-9 田 676.00  

計    17184.77  

図4-7. 稲築庁舎本館 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-8. 1階 壁雨漏り剥離           図4-9. 3階 屋上出口階段 
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図4-10.稲築庁舎敷地内建築物一覧 

 

昭和26年建築の稲築庁舎は、4庁舎の中で最も古い庁舎です。至る所で経年劣化や雨漏りに

よる外壁の剥離、天井等の破損が見受けられます。耐用年数は、合併特例債の最終年度となる

平成32年度において既に19年を経過し、耐震診断の結果についてもIs値 0.56 と全庁舎の中

で最も低く、一般的な建物としても庁舎としても必要な耐震基準を下回っている状態です。 

立地としては、新庁舎西側に位置しており、市所有の建物や貸付を行っている建物等が混在

しており、一体的な利活用を行うのは難しい状態です。 

図4-10稲築庁舎敷地内建物一覧に示す利活用対象地内での利活用を行います。 
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表4-6.稲築庁舎敷地内建物 

施設名 建築年 構造 面積(㎡) 備考 

①稲築地区公民館・ 

嘉麻市立稲築図書館 
昭和45年 

鉄筋コンクリート造

陸屋根 2階建 
1,488 

社会教育団体 公民館活動 

図書館利用者 確定申告会場 

嘉麻市研修会 講演会    

等

②稲築母子健康センター・ 

稲築住民センター 
昭和52年12月 

鉄筋コンクリート造 

3階建 
1,134.6 

嘉麻市社会福祉協議会事務所 

保健指導室 生活実習室 

ふるさと資料室 電算室 

③稲築保健センター 平成7年9月 
鉄筋コンクリート造 

3階建 
1,299.7 

検診室 健康増進室 

会議室等 事務所・和室 

④稲築庁舎別館４ 

(旧稲築町労働会館) 
昭和53年3月 

鉄筋コンクリート造 

2階建 
349.5 

全国一般嘉飯山支部 

嘉麻市社会福祉協議会 

嘉麻市青少年育成住民会議 

⑤旧稲築町商工会 昭和47年 
鉄筋コンクリート造 

2階建 
331.96 嘉麻市商工会 

⑥稲築ライオンズクラブ 平成2年 鉄骨平屋建 31.1 稲築ライオンズクラブ 

⑦嘉麻市身体障害者 

福祉協会稲築支部 
平成6年 プレハブ平屋建 37 

嘉麻市身体障害者福祉協会 

稲築支部 

⑧旧部落解放同盟稲築町 

協議会 
平成7年 プレハブ 平屋建 ― 旧部落解放同盟稲築町協議会 

 

表4-7. 稲築庁舎敷地内建物概要 

①稲築地区公民館・ 

嘉麻市立稲築図書館 

④稲築庁舎別館４ 

(旧稲築町労働会館) 

⑦嘉麻市身体障害者福祉協会 

稲築支部 

②稲築母子健康センター・ 

稲築住民センター 
⑤旧稲築町商工会 

 

⑧旧部落解放同盟稲築町協議会 

 

③稲築保健センター 

 

⑥稲築ライオンズクラブ 

 

除却対象施設「赤字」 

除却対象外施設「青字」 

協議が必要な施設「緑字」 

工事に影響する施設「茶字」 

利活用を検討する施設「黒字」 
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表4-8.稲築庁舎敷地内物件の整理 

A 土木課作業員詰所 F 商工会倉庫 K 作業車車庫 

B 環境課倉庫 G 商工会倉庫（危険物等） L 車庫 

C ライオンズクラブ倉庫 H 商工会倉庫 M 車庫（水防倉庫横） 

D 商工会倉庫 I 車庫（別館１横） N 車庫 

E 環境課倉庫 J 大工作業所 O 車庫（旧稲築労働会館横） 

除却対象施設「赤字」 除却対象外施設「青字」 協議が必要な施設「緑字」 

工事に影響する施設「茶字」 利活用を検討する施設「黒字」 
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表4-9.対象敷地内に設置されている記念碑等の整理 

a.嘉麻市役所門柱1対 g.稲築町民憲章の碑 m.踏切 

b.タクシー乗り場 h.名誉町民の碑（西田町長） n.福岡銀行ＡＴＭ 

c. 稲築町帰国者集団の碑 i.観光ガイドマップ o.公衆電話 

d.火の見櫓と看板類 j.植木 p.郵便ポスト 

e.消防団の内閣総理大臣表彰 

記念碑 

k.暗渠 
 

除却対象施設「赤字」 

除却対象外施設「青字」 

協議が必要な施設「緑字」 

工事に影響する施設「茶字」 

利活用を検討する施設「黒字」 

f.巨大なソテツ l.炭鉱期に使用されていた機材 
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（２）稲築地域 

１）周辺施設の状況 

稲築庁舎正面（東側）は新庁舎建設予定地として開発が行われています。庁舎正面には南北

に国道211号が通っており飯塚市まで16分でアクセス可能です。庁舎東側には一級河川の遠賀川

が北に向かって流れており東側には水田が広がっています。庁舎西側には稲築志耕館高校があ

り、教育のみならず地域の活性化に大きく貢献しています。稲築志耕館高校北側には社会保険

稲築病院があり嘉麻市、飯塚市、桂川町等地域の中核病院としての役割を果たしています。庁

舎北側には嘉麻市内の桜の名所として知られる稲築公園があり各種イベントの開催の他、住民

の憩いの場となっています。さくらまつりの際には多くの人でにぎわっています。 

稲築庁舎及び隣接する周辺市有地の敷地内には稲築地区公民館、稲築図書館、稲築母子健康

センター、稲築住民センター、稲築庁舎別館４(旧稲築町労働会館)、旧稲築町商工会、稲築ラ

イオンズクラブ、嘉麻市身体障害者福祉協会稲築支部、旧部落解放同盟稲築町協議会、稲築保

健センター、その他車庫、倉庫等が存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図4-12.稲築庁舎周辺の施設  
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２）バス路線状況 

図4-13.稲築庁舎周辺のバス路線 

３）敷地周辺道路 

稲築庁舎周辺道路の状況を整理します。稲築庁舎の接道条件は問題なく、国道211号に接道し

ているため、道路幅員も6m以上確保できています。 

図4-14.敷地に隣接する道路  
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表4-23.各地域の課題（2） 

 地域ごとの利活用に関する課題 

稲築地域 
①既存施設に関すること 

 既存施設入居者の移転について 

 かま自立支援センター・無料職業紹介所 

 嘉麻市社会福祉協議会 

 全国一般嘉飯山労働組合 

②敷地に関すること 

分筆及び地目変更 

 利活用の形状に合わせて分筆等が必要 

敷地を分断する水路 

 敷地を分断する水路に施設等設置の検討 

建物や記念碑等の除却・移設の課題整理 

③道路に関すること 

国道211号の渋滞緩和対策 

④駐車場に関すること 

職員駐車場の整理 

公民館駐車場 

 稲築庁舎除却時に公民館利用者に支障がないように施工 

⑤その他 

稲築庁舎屋上に設置された基準点の移設 

 国土地理院との協議 
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５.嘉麻市各地域整備協議会の答申内容 

５-１.嘉麻市地域整備協議会の概要 

現在の分庁方式から新庁舎へ移行するにあたり、従来の庁舎があった地域が有機的に連携し、

嘉麻市の主要な４つの地域として活性化され発展することが重要であります。市ではこのことを

重要な課題と位置づけ、各地域の地域特性をいかした地域整備のあり方、各地域の庁舎周辺地域

の整備方針及び支所のあり方について、嘉麻市地域整備協議会を設置し調査協議を行いました。 

 

（１）協議会の設置目的 

嘉麻市内各地域の均衡ある活性化を目指し、地域特性をいかした地域整備のあり方等を協議

するため、嘉麻市地域整備協議会を設置しています。 

 

（２）協議会の体制図 

 

図5-1.会議体制図 

 

地域整備協議会は、以下の４地域について設置します。 

 

 

 

 

 

 

  

 地域整備協議会の名称 

嘉麻市山田地域整備協議会 

嘉麻市稲築地域整備協議会 

嘉麻市碓井地域整備協議会 

嘉麻市嘉穂地域整備協議会 
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（３）諮問内容 

諮問事項は以下のとおりです。 

 

 

 

 

各地域整備協議会の答申内容について整理して、次頁以降に示します。 

 

図5-2.地域整備協議会の開催状況  

（１） 各地域の地域特性をいかした地域整備のあり方に関すること 

（２） 各地域の庁舎周辺地域の整備方針及び支所(稲築地域を除く)のあり方

に関すること 

（３） その他各地域整備に関し、市長が特に必要と認める事項に関すること 
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５-２.嘉麻市地域整備協議会の答申内容 

以下に嘉麻市各地域整備協議会の答申内容を示します。 

 

表5-1.山田地域整備協議会の答申内容 

答申内容 

地域特性をいかした地域整備のあり方に関すること 

・支所設置付近である山田生涯学習館や近隣施設等と一体化したコンパクトなまちづくりを目標に地域整備を行う

こと。 

・子育て、定住促進拠点としてのまちづくりを目指し、様々な手法を用いながら住みたいと思えるような地域整備を

行うこと。 

庁舎周辺地域の整備方針及び支所のあり方に関すること 

（１）整備方針について 

・山田庁舎については、建物の老朽化や耐震性を考慮し、除却することを前提とした活用を検討すること。 

・活用については民間譲渡区画として、分譲宅地や商業、高齢者用施設等としての活用として一定期間の公募を

行い、民間活力の導入を図ること。 

・公募がなかった場合は、分譲宅地や多目的広場、高齢者用施設等を想定した整備等を検討すること。 

（２）支所のあり方について 

・支所は山田生涯学習館と連携できるよう、雨避けを設置するなど容易に行き交いできることや、多目的トイレを共

用するなど相互に補完できる施設を検討すること。 

・支所の規模は諸証明の発行や簡易な申請及び相談、また地域振興やコミュニティ拠点として、職員 15 人（正規職

員数は 10 人）が勤務できる執務室、期日前投票や各公共団体が使用できる会議室、防災資機材を置くことができ

るスペースを持つ施設とすること。 

・災害対策本部が設置された場合、地域対策支部として災害対策本部と連携を取りながら補完的な活動を行い、物

資備蓄機能と情報収集伝達機能を確保できる施設とすること。 

・ユニバーサルデザインに準じた、市民の利用しやすい支所とすること。 

その他各地域整備に関し、市長が特に必要と認める事項に関すること 

・定住促進に向け、交通利便性の向上を図ること。 

・支所設置の際は近隣住民に十分配慮すること。 

・支所設置に伴い減少する駐車場については、周辺施設との連携活用を検討すること。 

・旧山田高等学校跡地について関係団体と協議し、利活用について検討すること。 
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表5-2.稲築地域整備協議会の答申内容 

答申内容 

地域特性をいかした地域整備のあり方に関すること 

・行政機能拠点となる新庁舎を中心としたにぎわいのある地域整備を行うこと。 

庁舎周辺地域の整備方針及び支所のあり方に関すること 

・稲築庁舎、稲築母子健康センター・稲築住民センター及び旧稲築町労働会館については、合併特例債の期限内

に除却すること。 

・民間譲渡区画として、商業施設、分譲宅地等の活用として、一定期間の公募を行い民間活力の導入を図ること。 

・道路交通量の増加が見込まれるため、渋滞緩和対策等の検討を行うこと。 

その他各地域整備に関し、市長が特に必要と認める事項に関すること 

・老朽化した公民館施設等の検討についても行うこと。 

・稲築庁舎等を除却する場合は、建物を使用している団体への配慮を行うこと。 

・新庁舎周辺部だけではなく、高齢者も住みやすい稲築地域全体での活性化についても検討を行うこと。 

・新庁舎付近の周辺民間施設等に対して、地域景観のために周辺環境に合うような協力を求めること。 

表5-3. 碓井地域整備協議会の答申内容 

答申内容 

地域特性をいかした地域整備のあり方に関すること 

・碓井庁舎、碓井琴平文化館、道の駅うすいや琴平公園等の既存施設を有効活用し、相互にいかしながら回遊性

のある地域整備を行うこと。 

・教育拠点・商業拠点としてのまちづくりを目指し、様々な手法を用いながら住みたいと思えるような地域整備をす

ること。 

庁舎周辺地域の整備方針及び支所のあり方に関すること 

（１）整備方針について 

・民間譲渡区画として、商業施設等の活用として、一定期間の公募を行い民間活力の導入を図ること。 

・公募がなかった場合は、碓井庁舎前面の芝生化、遊具設置等を行い、道の駅うすいを中心とし、商業集積地の利

活用を検討すること。 

（２）支所のあり方について 

・支所の規模は諸証明の発行や簡易な申請及び相談、また地域振興やコミュニティ拠点として、職員 15 人（正規職

員数は 10 人）が勤務できる執務室、期日前投票や各公共団体が使用できる会議室、防災資機材を置くことができ

るスペースを持つ施設とすること。 

・災害対策本部が設置された場合、地域対策支部として災害対策本部と連携を取りながら補完的な活動を行い、物

資備蓄機能と情報収集伝達機能を確保できる施設とすること。 

・碓井庁舎を利活用し、支所を設置すること。また、平成 38 年度までは、教育委員会（教育センター併設）を設置す

るが、平成 39 年度以降、教育委員会が新庁舎へ移動となった場合にできる空きスペースについては、再度検討

を行うこと。 

・碓井庁舎の老朽化に伴い、将来的に支所の建設が必要になったときは、山田、嘉穂と同程度の支所を建設する

こと。 
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その他各地域整備に関し、市長が特に必要と認める事項に関すること 

・碓井地域整備協会で提出された意見については、最大限尊重すること。 

・将来に負担を残さない財政状況を踏まえた整備を行うこと。 

・碓井庁舎前の周辺道路について安全かつ混雑を解消するような整備を検討すること。 

・碓井地区のコマーシャルマップ等、地域整備基本計画前に対応できるものについては、迅速に検討を行うこと。 

表5-4. 嘉穂地域整備協議会の答申内容 

答申内容 

地域特性をいかした地域整備のあり方に関すること 

・嘉穂庁舎敷地や旧大隈小学校敷地を有効活用した、商業や農林業、観光、定住促進拠点としてのまちづくりを目

指し、様々な手法を模索しながら住みたいまち、住み続けたいまちと思えるような地域整備を行うこと。 

・嘉穂地域の自然環境や歴史、文化の特性をいかし、景観に沿った地域づくりを行うこと。 

庁舎周辺地域の整備方針及び支所のあり方に関すること 

（１）整備方針について 

・嘉穂庁舎及び旧大隈小学校校舎を除却し、公募等による民間活力の導入を図ることを前提に、嘉穂地域の魅力

を十分にいかした活用を求めること。 

・公募等がなかった場合は、民間活力による分譲宅地等として定住化を図ること。 

（２）支所のあり方について 

・支所は、嘉穂庁舎敷地周辺への設置を原則とし、コミュニティの拠点として地域住民に親しみの持てる支所とする

こと。 

・支所は、コンパクトな規模とし、諸証明の発行や簡易な申請及び相談、また地域振興やコミュニティ拠点として、職

員１５人程度とし、職員が勤務できる執務室、期日前投票や各公共団体が使用できる会議室、防災資機材を置くこ

とができるスペースを持つ施設とすること。 

・災害対策本部が設置された場合、地域対策支部として災害対策本部と連携を取りながら補完的な活動を行い、物

資備蓄機能と情報収集伝達機能を備えた施設とすること。 

・嘉穂地域の観光等、情報発信拠点としての機能について検討をすること。 

その他各地域整備に関し、市長が特に必要と認める事項に関すること 

・人口減少や厳しい財政状況を踏まえ、公共施設の複合化や統廃合を視野に置いて、後世に負担を残さないよう

な公共施設のあり方を検討すること。 

・定住促進を図るうえで、企業誘致や住宅団地の開発を進めること。 

・農林業等、嘉穂の地域特性に最大限配慮した支所の機能、地域に精通した職員の配置を検討すること。 

・特色のある歴史や文化の保存や、資料館等の設置を検討すること。 

・観光の要素となる地元食材の活用や誰もが滞在できる施設等について検討すること。 
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６-２.稲築地域 

（１）対象地の土地利用・整備方針 

稲築地域の土地利用は、第２次嘉麻市総合計画で以下のように位置づけられています。 

行政機能拠点（新庁舎周辺、稲築地区） 

 
＜庁舎跡地敷地図＞            ＜現況庁舎の写真＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6-6 現況庁舎及び検討対象敷地 

稲築地域における跡地利活用の方針は、以下のとおりとします。 

 

  

① 稲築庁舎、稲築母子健康センター・稲築住民センター及び稲築庁舎別

館４(旧稲築町労働会館)を除却し、一体的な土地利用ができるように整備し

ます。 

② 行政機能拠点として地域振興を図るため、庁舎跡地の参画しやすい立地条件をい

かし、民間譲渡区画として整備します。 

稲築地域の土地利用・整備方針 

嘉麻市役所稲築庁舎をはじめ、公民館や保健センター等の行政機能が立地しています。今

後は嘉麻市役所本庁舎の建設が予定されており、新たな拠点として整備していく必要があり

ます。 

このため、本拠点は管轄官公署との連携による行政機能の拠点として地区の振興を図りま

す。 
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≪設定理由≫ 

昭和 26 年建築の稲築庁舎は、４庁舎の中で最も古い庁舎です。至る所で経年劣化や雨漏りに

よる外壁の剥離、天井の破損等が見受けられます。耐用年数は平成 29 年末時点で 16 年を経過

し、耐震の結果についても全庁舎の中で最も低く、一般的な建物としても庁舎としても必要な耐

震基準を下回っています。また、他の除却対象施設においても、老朽化が著しく、合併特例債を

活用できるうちに除却を行い、効率的な行財政運営や一体的な利活用を行うことが地域の活性化

に繋がります。 

稲築庁舎周辺は、多くの行政機能が立地し、今後は行政機能拠点となる新庁舎が整備されるた

め、敷地周辺の公共施設や商業施設との連携が図れるようにすることが必要です。 

稲築庁舎跡地は、新庁舎建設予定地の西側にあり、新たな市民の流れができることが予想され

ることから、にぎわいのある土地利用を行うためにも、商業的な土地利用の必要性があります。

また、地域内外の出店者が参画しやすい場所としても適しています。 

 

（２）稲築庁舎跡地の活用方針 

稲築庁舎跡地の利活用方針は、民間事業者用地として活用することを前提とし、具体的な利活

用は以下のように考えられます。 

 

表6-6.活用方針と利活用 

活用方針 利活用 

商業施設機能の誘導 
 更地化や出店スペース等、事業者が参画しすい利活用スペ

ースを確保（多様な規模の事業者が共存） 

事業用地として民間企業の誘致 

 事業用地の整備（商業・サービス業関連） 

※民間事業者への利活用は売却や定期借地など様々な可

能性がある 

定住促進のための住宅地整備  宅地の整備（周辺の商業施設との連携を図る） 
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【利活用イメージ図】 

 
図6-7.敷地内ゾーン図 
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（３）稲築庁舎跡地活用に関する手法 

 １）跡地活用の事業化の流れ 

庁舎跡地活用の事業化の流れを以下に示します。 

図6-8.庁舎跡地活用の事業化 （図6-3再掲） 

庁舎跡地活用は、図6-8で示すように民間による事業化を基本とします。庁舎跡地が立地する

条件や利活用の方向性により、民間事業者が事業性や参画の有無を判断し、参画する場合は、

民間事業者による整備が行われます。 

民間による事業化が困難な場合は、公共が主体となった整備を行います。その整備方法に

も、行政が単独で実施する直営方式や官民連携による民間活用等があります。 

２）売却の選定方式について 

庁舎跡地は市民共有の財産であるため、売却の選定方法も重要となります。また、今後のま

ちづくりの重要な拠点でもあることから、庁舎資産を最大限利活用するとともに、価格の最大

化だけでなく、嘉麻市全体の住民サービスや地域における課題解決ができるなどの多くの視点

により市民利益を高める必要があります。 

跡地売却の方式については表6-7に整理しています。 
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表6-7.跡地売却の選定方式 （表6-2再掲） 

  選定方式及び進め方 選定方法の特徴 

１．価格固定プロポーザル方式 
・計画に合った活用方針を実現できる案を
選定可能。 

・価格を固定化するため、売却価格を高め
ることができない。 

①活用方針の目標及び評価基準を設定 

②売却価格を鑑定等により設定 

③活用方針案を公募し、計画案の評価により売却先

を決定 

２．総合評価方式（計画+価格) ・計画と価格を点数化し、総合的に良いも
のを選定する方法であり、計画案と価格
の両面においてバランスが保てる。 

・利用目的と価格の両面において重要度を
考慮し、点数配点することができるもの
の、一般的な指標がないため、主観的な
部分がある。 

①活用方針の目標及び評価基準の設定 

②最低売却価格を鑑定等により設定 

③計画及び買取価格の評価基準(点数化)を公表 

④計画案及び買取価格を公募し、提案内容の総合評

価により売却先を決定 

３．条件付一般競争入札方式（二段階選抜方式） 

・活用方針について、事前に計画案が提示
されるので、一定水準以上の活用方針は
担保されるが、計画内容に差が大きくて
も、価格で評価・決定される。 

①活用方針の目標及び評価基準を設定し公表 

②最低売却価格を鑑定等により設定し公表 

③計画案及び買取価格を公募し、第１段階で計画案

のみを評価し、一定水準以上の案を選定 

④第1段階で選定したものの中から、価格のみを評

価して売却先を決定 

４．条件付一般競争入札方式 ・条件を満たせば、売却価格を最大化でき
る。 

・条件の制約と一般的な制限の中で利活用
されるため、活用方針の反映が担保され
る可能性が弱い。 

①土地取得者に対して活用方針、計画条件の制限を

設定 

②最低売却価格を鑑定等により設定 

③条件付き売却として公募し、入札で売却先を決定 

 

稲築庁舎跡地は、新庁舎に近接しており、新たな市民の流れができ、多くの人が集まること

が予想されますが、事業者ヒアリングの結果から「商圏規模が小さい」や「民間単独での事業

実施は難しい」との意見も多かったので民間事業者の競争がそれほど働かないと考えられま

す。そのため、利活用を有効に図ることが重要なため、利活用に関する企画の高さを評価する

ことができるプロポーザル方式や総合評価方式による選定が望ましいと考えられます。 

事業化に際しては、具体的に民間事業者への調査等の実施により実現性を高めることが重要

で、適切な条件設定が必要になります。 

 

  

価
格
重
視

内
容
重
視
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３）行政主体の事業化方法 

民間による事業化が困難な場合は、行政が主体となって整備する必要があります。その場合に

想定される事業化の方法を表6-8に示します。 

 

表6-8.想定される事業化方法の例 

跡地の利活用 事業化の方法 

１ 

民間事業者と一緒に事業を実施 

【利活用の内容】 

商業施設の整備・運営を実施 

※民間ノウハウを活用 

【土地の所有】 

市が所有 

【建物の所有】 

民間もしくは市が所有 

①PFI方式（BTO方式） 

・民間資金を用いて施設整備を実施 

・整備内容は、要求水準や仕様等規定 

・整備後、施設の所有権を市に移転し、維持管理・運営

を事業者側が継続して実施（PFI法に準拠） 

資金調達 ： 民間事業者（行政は割賦払い） 

施設所有 ： 市 

②PPP方式(DBO等) 

・設計、建設、維持管理・運営等を一体的に民間事業者

が実施(設計施工一括はDB方式) 

・整備内容は、要求水準や仕様等で規定 

（一般には、PFI法に準じて実施） 

資金調達 ： 市 

施設所有 ： 市 

③従来方式＋指定管理方式 

・施設整備は、従来方式を基本 

・維持管理・運営は、指定管理者制度により実施 

資金調達 ： 市  

施設所有 ： 市 

 

事業者ヒアリングの結果から、建物付きの売却が難しいことも懸念されるため、行政で除却

対象施設の除却を行うなど、必要に応じて商業利用の促進を行うことも必要となります。 

跡地の利活用は売却や定期借地を基本として、民間参画の状況を踏まえながら、民間単独で

の事業化が困難な場合は、市が事業に関与する割合を高めながら構築していくことが必要にな

ります。 

今後は、事業の中身を具体化し事業の各段階において、民間事業者の参画意欲を高めながら

事業化していくこととします。 
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７-２.整備の進め方について 

庁舎跡地の土地利用・整備方針については、本計画が示す利活用を基本とします。 

本計画内では、民間事業者による利活用を計画していますが、民間事業者は、事業として成立

しなければ参画することはありません。そのため、民間事業者の動向を把握しながら、事業性を

高めることが必要になります。 

現時点において実施した民間事業者へのヒアリング結果では、民間単独での事業化は非常に難

しい状況となっています。しかし、財政負担を軽減しつつ、各地域の拠点づくりを進めるために

は、民間事業者との連携した地域整備を行うことが最善です。各地域の中心という特性をいかし

ながら、民間事業者が活用できる方法を模索していきます。 

地域整備の方向性を踏まえて、嘉麻市が中心となって利活用を図ることで、その実現性を高め、

整備費用、将来の維持管理や運営費用を抑える工夫を民間と連携することによって、上質なサー

ビスの提供や効率的、効果的な行政運営が行えます。 

今後は、本計画に基づき、民間事業者中心の利活用を進めますが、民間活力の導入が困難な場

合は、市が事業に関する割合を高めながら事業を構築していく必要があり、各地域の地域特性を

いかしながら、支所等との連携が図れる整備(宅地や公園等)を進めていきます。 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

嘉麻市地域整備協議会及び連絡調整会議の概要 

参考③ 
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地域整備協議会及び連絡調整会議の開催概要を以下に示します。 

 

（１）開催日程 

以下の日程で、地域整備協議会及び連絡調整会議を開催しました。 

 

 

表.地域整備協議会及び地域整備協議会連絡調整会議の開催日程 

 

合同会議の様子        視察研修の様子        地域整備協議会の様子  

 第 1回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 

地
域
整
備
協
議
会 

山
田
地
域 

平成２９年 

６月３０日 

１９時～ 

 

合同会議 

平成２９年 

７月２７日 

 

視察研修 

（玉名市） 

平成２９年 

８月４日 

１９時～ 

平成２９年 

９月１日 

１９時～ 

平成２９年 

１０月６日 

１９時～ 

平成２９年 

１１月２日 

１９時～ 

平成２９年 

１１月３０日 

１９時～ 

稲
築
地
域 

平成２９年 

８月３０日 

１９時～ 

平成２９年 

９月２２日 

１９時～ 

平成２９年 

１０月２７日 

１９時～ 

平成２９年 

１２月２２日 

１９時～ 

 

碓
井
地
域 

平成２９年 

８月１７日 

１９時～ 

平成２９年 

９月１３日 

１９時～ 

平成２９年 

１０月１１日 

１９時～ 

平成２９年 

１１月１５日 

１９時～ 

 

嘉
穂
地
域 

平成２９年 

８月１８日 

１９時～ 

平成２９年 

９月１５日 

１９時～ 

平成２９年 

１０月２０日 

１９時～ 

平成２９年 

１１月１７日 

１９時～ 

平成２９年 

１２月１５日 

１９時～ 

地
域
整
備
協
議
会 

連
絡
調
整
会
議 

平成２９年 

６月３０日 

 

平成２９年 

９月２９日 

１９時～ 

平成２９年 

１１月２８日 

１９時～ 

平成２９年 

１２月２６日 

１９時～ 
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（２）協議会委員 

地域整備協議会は以下に示す委員構成で実施されました。 

 

 

表.嘉麻市山田地域整備協議会 

区 分 団 体 名 氏 名 備考 

1号委員 近畿大学産業理工学部 井原 徹  

2号委員 

山田地区行政区長会 
村上 生 会長 

山藤 やす子 副会長 

嘉麻市教育委員会 佐竹 正利  

嘉麻市PTA連合会 松岡 広樹  

株式会社 福岡銀行 石崎 聖尚  

嘉麻商工会議所 白金 聖臣  

嘉麻市観光まちづくり協会 瀨 公彦  

嘉麻市子ども会指導者連合会 伊藤 文聡  

かま男女共同参画推進ネットワーク 深町 晴  

3号委員 
公募委員 古賀 稲子  

公募委員 髙倉 香代子  

≪区分別、順不同、敬称略≫ 

 

表.嘉麻市稲築地域整備協議会 

区 分 団 体 名 氏 名 備考 

1号委員 近畿大学産業理工学部 井原 徹  

2号委員 

稲築地区行政区長会 
平井 由子 副会長 

飯田 千鶴美  

嘉麻市教育委員会 田 喜美  

嘉麻市PTA連合会 野上 真吾  

株式会社 福岡銀行 芳司 修治  

嘉麻市商工会 原中 紀  

嘉麻市観光まちづくり協会 野見山 利三 会長 

福岡県 田渕 愼一郎  

かま男女共同参画推進ネットワーク 有吉 直子  

3号委員 
公募委員 越岡 加代子  

公募委員 藤井 幹裕  

≪区分別、順不同、敬称略≫  
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表.嘉麻市碓井地域整備協議会 

≪区分別、順不同、敬称略≫ 

 

表.嘉麻市嘉穂地域整備協議会 

≪区分別、順不同、敬称略≫ 

区 分 団 体 名 氏 名 備考 

1号委員 近畿大学産業理工学部 井原 徹  

2号委員 

碓井地区行政区長会 
末吉 進一  

頼金 豊子 副会長 

嘉麻市教育委員会 犬丸 隆行  

嘉麻市PTA連合会 田中 豊和  

株式会社 福岡銀行 牛島 浩幸  

嘉麻市商工会 嶋田 尋美 会長 

嘉麻市観光まちづくり協会 谷口 裕司  

株式会社 うすい 末田 恭介  

かま男女共同参画推進ネットワーク 齊藤 由美  

3号委員 
公募委員 大里 由香  

公募委員 鹿江 由美子  

区 分 団 体 名 氏 名 備考 

1号委員 近畿大学産業理工学部 井原 徹  

2号委員 

嘉穂地区行政区長会 
田中 穆 会長 

大屋 瑞枝  

嘉麻市教育委員会 豊福 眸子 副会長 

嘉麻市PTA連合会 青栁 剛太郎  

株式会社 福岡銀行 寺田 秋雄  

嘉麻市商工会 松村 一弘  

嘉麻市観光まちづくり協会 安河内   

大隈小学校跡地活用委員会 縄田 洋明  

かま男女共同参画推進ネットワーク 縄田 緑  

3号委員 
公募委員 浅田 美千代  

公募委員  悦子  


